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村上宗伯　　1610から20～1670　　中津小笠原藩医　村上医家初

代

辛島正庵　　1678～1746以上　　　中津藩医　辛島家初代　現

代まで代々医家

根来東叔　　1698～1755　京都の眼科医  人身連骨真形図　中

津藩医根来東麟の父

大江玄仙　　1710～1792　　　　　　中津藩医　大江家中興の祖

南蛮（栗崎）流の免許状

三浦梅園　　1723～1789　　　　  哲学者・天文学者・経世実学

思想家　豊後の東国東郡富永村（現東国東郡安岐町）

前野良沢　　1723～1803　　　    中津藩蘭方医　蘭学者　解体

新書の主導的人物　昌高の命で長崎遊学

吉雄耕牛　　1724～1800　　　　　オランダ大通詞　蘭方医　良

沢・玄沢の師

杉田玄白　　1733～1817　　　　　 蘭方医　解体新書の刊行　私

塾は天真樓　大槻玄沢の師

奥平昌鹿　　1744～1780　　　　　中津藩三代藩主　前野良沢の

理解者

島津重豪　　1745～1833　　　　　薩摩藩主　奥平昌高の父

シーボルトと親交

田中信平　　1748～1824　　　　　中津の医師　中華料理書「卓

子式」出版

倉成龍渚　　1748～1812　　　　   儒学者　中津藩儒　坪井信道

の師

大江文明　　1757～1812　　　　 中津藩医　大江医家三代

大江元泉　　1768～1825　　　    中津藩医　大江医家四代　杏

蔭斎整骨術の免許状

帆足万里　　1778～1852　　　　　儒学者　教育家　政治家　『窮

理通』　豊後日出藩

辛島正庵　　1779～1857　　　　　中津藩医　蘭学医　中津で種

痘の普及に努めた

村上玄水　　1781～1843　　　　　中津藩医　九州で初の人体解

剖　『 解剖図説 』

奥平昌高　　1781～1855　　　　　中津藩五代藩主　蘭学大名

中津辞書

広瀬淡窓　　1782～1856　　　　　儒学者　教育家　咸宜園で理

と道を説く　　豊後の日田

大江春塘　　1787～1844　　　　   中津藩医　バスタール辞書の

編纂

シーボルト　1796～1866　　　　　　ドイツ人医師　植物学者　出

島商館付医師

大江玄明　　1799～1877　　　　　中津藩医　鷹匠町大江医家

村上春海　　1807～1893　　　村上医家八代目　中津医学校教

頭
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緒方洪庵　　1810～1863　　　　　蘭方医　蘭学者　大阪の私塾

は適々斎塾

藤本箭山　　1815～1878　　　　万里、洪庵に学ぶ　種痘を行う

腑分けに参加

村上姑南　　1818～1890　　　　 儒学者　医家　種痘を行う　山

国町

華岡青洲　　1760～1835　　　　華岡流外科　全身麻酔による乳

癌摘出術　　紀伊国平山

大江雲澤　　1822～1899　　　　中津藩医　華岡流外科医　中津

医学校長

福沢諭吉　　1835～1901　　　　中津藩士　慶応義塾創立者

戸早春村　　1837～1906　　　　医師　詩家　大江雲澤の塾で学

ぶ

田代基徳　　1839～1898　　　 外科医　西洋医学所塾頭　陸軍

軍医監同軍医学校長

村上田長　　1839～1906　　　　村上医家九代　医師　教育者

田舎新聞創刊

藤野玄洋　　1840～1887　　　　医師　中津医学校の病院長　大

分医学校建白書

小幡篤次郎　　1842～1905　　　慶応義塾塾長　英文学者　英

三郎と『英文熟語集』

小幡英之助　　1850～1909　　明治時代の歯科医　歯科医第

一号

大江億司　　1864～1919　　　医師　政治家　父雲澤同様仁術

の士と称される　大正8年県会議員

田代義徳　　1864～1938　　　東大初代整形外科学　日本整形

外科の父

田原　淳　　1873～1952　　　　病理学者　田原結節の発見者
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